
USJ NEWS LETTER 2023_No.11 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回と次回のニュースレターでは政府の令和 5 年度予算から特に地下利用に関連がありそうな施

策や事業をピックアップしました。今回はまず国土交通省都市局の各関係予算をご紹介します。詳

しくは記載のウェブサイトで該当のページをご参照ください。 

 

都市構造再編集中支援事業 補 助 700.0 億円(1.00 倍) 

都市再生区画整理事業、都市・地域交通戦略推進事業 防安交 8,313 億円の内数 

 切迫する南海トラフ巨大地震、首都直下地震等の地震や激甚化・頻発化する水災害等に対応する

ため、災害リスクの高いエリアからの移転の

促進や災害に強い都市拠点・市街地の形成な

ど、コンパクトで災害に強いまちづくりを推

進する。 

 

官民連携まちなか再生推進事業  

補 助 3.2 億円(0.92 倍) 

地方都市におけるまちなかの魅力の低下等

による若年層の流出、大都市における国際競

争力の相対的低下等の課題に対応するため、

地方都市のイノベーション力と大都市の国際

競争力を強化することが必要となる。 

地方都市においては、イノベーションや新

たな産業の創出を促進するため、多様な主体

の連携による取組等を新たに支援するととも

に、大都市においては、日本や地方都市の魅

力を世界に発信する取組等への支援を強化す

る。また、地方都市と大都市との交流・連携

を進めるプロジェクトに対して重点的に支援

を実施する。 

地下利用関連の令和 5 年度国土交通省予算概要① 
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都市地下空間活用研究会  

Urban Underground Space Center of Japan 

◆都 市 局  https://www.mlit.go.jp/page/content/001583486.pdf 

https://www.mlit.go.jp/page/content/001583486.pdf
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都市空間情報デジタル基盤構築調査 調 査 10.5 億円(2.10 倍) 

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 補 助 10.5 億円(1.50 倍) 

 令和５年度の PLATEAU は、「実証から実装へ」をプロジェクトのコンセプトに掲げ、まちづく

り DX のデジタル・インフラである 3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステ

ムの社会実装の本格化を目指す。 

具体的には、PLATEAU と建築・不動産に係るデジタル施策を一体的に進める「建築・都市の

DX」や、国によるデータ整備の効率化・高度化のための技術開発、先進的な技術を活用したユー

スケースの開発等に取り組むとともに、地域の人材育成やコミュニティ支援等の地域のオープン・

イノベーションの創出等を推進する。 
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国際競争拠点都市整備事業 補 助 130.0 億円(1.00 倍) 

大都市の業務中枢拠点における国際競争力をより一層高めるため、市街地整備と一体となった面

的エネルギーの整備を加速化させ防災性の向上を図るとともに、2050 年カーボンニュートラルの

実現に向けたエネルギーの効率的な利用により、まちづくりにおけるグリーン化を推進する。 

このため、都市開発事業等と一体的に実施されるエネルギー導管等の整備と合わせたエネルギー

供給施設の整備に対して支援を行い、自立・分散型エネルギーシステムの導入を促進する。 

（次号につづく） 

 

 

 

 

第 18 回都市地下空間国際会議（ACUUS2023）が 2023 年 11 月 1 日から 3 日にかけてシ

ンガポールで開催されます。当会では現地における論文発表、各種行事への参加等を通じたＰＲ活

動を行うとともに、現地での視察調査を行うこととしています。 

 

現在、当会からの論文発表 7 件（予定）、派遣団参加者は岸井先生を含め 12 名（予定）となって

います。皆様の更なるご参加をお持ちしています。 

第 18 回都市地下空間国際会議（ACUUS2023） 


